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１．はじめに 

 

 「子どもパークレンジャー事業」は平成 11年度より全国の国立公園を舞台として展開さ

れてきました。その活動は、主に小中学生を対象として、環境省レンジャー（自然保護官）

の仕事である国立公園の動植物の調査・保護活動、美化清掃などの体験を通じて、自然保

護の大切さや自然とのつきあい方、また、生き物に対する思いやりの心など、豊かな人間

性を育むことを目的としています。 

 八重山地域での子どもパークレンジャー事業は、学校との連携を重視し、西表石垣国立

公園やその周辺のサンゴ礁、マングローブ域で活動を行ってきました。平成 14年度より本

格的に実施されるようになった小中学校のカリキュラム「総合的な学習の時間」に子ども

パークレンジャー事業の活動を取り入れることで、学校周辺の自然を、対象となる学年の

すべての児童生徒が学習することができるとともに、教職員の任意で、子どもパークレン

ジャー事業以外の授業においても環境教育プログラムの実施を期待できます。 

 八重山地域における平成 21年度子どもパークレンジャー事業は、新規に石垣市立野底小

学校、２年目となる竹富町立小浜小中学校の２校を対象に実施しました。 

 本報告書では、各活動の様子を報告するとともに、活動の評価や今後の展開を考察して

います。 

 

 

●八重山地域子どもパークレンジャー対象校一覧 

平成 14 年度 石垣市立崎枝小学校 

平成 15 年度 石垣市立白保小学校 

平成 16 年度 竹富町立黒島中学校  竹富町立西表小中学校 

平成 17 年度 石垣市立吉原小学校  石垣市立崎枝小学校  石垣市立伊野田小学校 

平成 18 年度 石垣市立富野小学校  石垣市立大本小学校  石垣市立伊野田小学校 

平成 19 年度 石垣市立富野小学校  石垣市立大本小学校  石垣市立八島小学校 

平成 20 年度 石垣市立平久保小学校 竹富町立小浜小中学校 石垣市立八島小学校 

平成 21 年度 石垣市立野底小学校  竹富町立小浜小中学校
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２．事業概要 

 

２－１．目的 

 本事業の目的は、西表石垣国立公園周辺在住の子どもたちが「子どもパークレンジャ

ー」となって、自然保護官等の指導や協力のもと、国立公園内のパトロール、身近にあ

るサンゴ礁等の自然観察、野生生物の簡単な調査等の体験を通じて、自然とのふれあい

や環境の大切さを学ぶとともに、豊かな人間性を育むことである。 

 

２－２．内容 

 八重山地域における小中学校の「総合的な学習の時間」と連携し、自然観察、巡視、生

きもの調査等のパークレンジャー体験を年７回実施した。 

 

 以下、対象校とその活動内容である。 

１）石垣市立野底小学校 

小学校全学年を対象とし、５回の活動を行った。 

① 教室内においてサンゴ礁に関するゲーム等を実施した。 

② サンゴ礁外縁部付近でスノーケリングによる生物観察を行った。 

③ 干潮時のアマモ場で生物観察を行った。 

④ マングローブの干潟や川の中で生物観察を行った。 

⑤ サンゴ礁、アマモ場、マングローブの環境図を作成し、生物同士のつながりを考

えた。 

２）竹富町立小浜小中学校 

小中全学年を対象とし、２回の活動を行った。 

①  中学生を対象にスノーケリングでサンゴの調査を行った。 

②  小学生を対象にスノーケリングで生物観察を行った。 
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平成 21 年度子どもパークレンジャー活動一覧表 

対 象 校 実施年月日 タイトル 実施場所 参加児童数 

石垣市立 

野底小学校 

平成21年 4月 28日（火） サンゴってなんだろう 野底小学校体育

館 

37 名 

平成21年 5月 14日（木） スノーケリングで海の

生き物つながり探し 

伊原間沖 21 名 

平成21年 6月 24日（水） アマモ場の不思議探し 野底多良間海岸 39 名 

平成 21年 7月 8日（水） マングローブ探検隊 吹通川河口 38 名 

平成21年 7月 10日（金） 水のつながり生き物マ

ッピング 

野底小学校体育

館 

38 名 

竹富町立小浜

小中学校 

平成21年 5月 24日（日） スノーケリングでサン

ゴの調査 

小浜島東「アカ

ヤ」ポイント 

5名 

平成21年 6月 20日（土） スノーケリングでお気

に入りの生き物を探せ 

カヤマ島および

カヤマ島南西「お

魚畑」ポイント 

32 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野底小学校活動コンセプト「水のつながり」イメージイラスト
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３．活動報告 
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３－１． 石垣市立野底小学校 

３－１－１． 「サンゴってなんだろう」      

石垣市立野底小学校 

 

■実 施 日  平成２１年４月２８日（火） 

■対  象  石垣市立野底小学校１～６年生（３７名） 

■スタッフ  環境省職員 佐藤大樹，佐藤崇範（石垣自然保護官事務所） 

    事業者職員 大堀健司，大堀則子（エコツアーふくみみ） 

■実施場所  野底小学校体育館 

■活動概要 

サンゴやサンゴ礁に関するクイズやゲームを行う。一年間の導入的な活動。   

■活動のねらい 

サンゴ礁についての基本的な知識を確認する。 

身近な自然を見つめ直す驚きの目を養う。 

一年間の活動に好奇心を持って取り組めるような期待感をもたせる。 

■教  材 

・体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド サンゴ礁保全のための環境

教育・プログラム（11 頁，55頁） 

・はじめようサンゴの島の環境学習「１・２・サンゴ！」 （26頁） 

 

■活動の流れ 

時 間 行 動 

１０：２０ 

１０：４０ 

 

 

 

 

１１：００ 

 

１１：１０ 

 

１１：２５ 

スタッフは野底小学校に集合 準備 

子どもパークレンジャー開始 

 ・スタッフ自己紹介 

 ・環境省の取り組みの説明（国立公園、レンジャーの仕事など） 

 ・子どもパークレンジャーの説明 

 ・子どもパークレンジャー任命式 手帳などの配布 

「サンゴ礁ジグソーパズル」 

◆パズルでサンゴ礁のつながりを考える 

「サンゴのフリップクイズ」 

  ◆クイズを通してサンゴの基本知識を確認 

休憩 （１・２年生はここまで） 
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■プログラム内容 

●「サンゴ礁ジグソーパズル」 

（体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド 11 頁） 

サンゴを取り巻く様々な自然や人間の営みのイラストを９６ピースの巨大ジグ

ソーパズルとして制作し、アイスブレイクを兼ね児童全員でこれを作る。完成し

たところで「サンゴ礁を取り巻く様々な環境には、どんなものがあり、どのよう

なつながりがあるのか一年をかけて考えてみよう」と話しかける。 
●「サンゴのフリップクイズ」 

（はじめようサンゴの島の環境学習「１・２・サンゴ！」26 頁） 

サンゴとサンゴ礁に関しての基礎知識を確認する１０問のクイズ。サンゴは動

物か植物か？サンゴはどのように増えるか？・・・など。 
  ●「サンゴ１５スライドショー」 
     サンゴとサンゴ礁に関するこれだけは知っておきたい１５の知識を、研究者が

中心になってまとめたスライドショー。 
  ●「サンゴの時間」 
     健康なサンゴの写真が印刷されたＡ４サイズの紙が６０枚敷き詰められている。

それを 1 秒に１枚の速さで裏返していくと、裏側には死んでしまったサンゴの写
真が現れていく。石西礁湖で、ここ数年間に死滅したサンゴの面積から計算する

とおおよそ 1 秒当たりＡ４サイズの面積ぶんのサンゴが死んでしまっていること
がわかる。それを実感してもらうための活動。 

■扱われる基本概念 

・関係性  ・変化  ・多様性 

■児童・生徒の体験 

・体を動かす  ・観察する  ・話す  ・話を聞く 

■参加者の反応 

  パズルやクイズなど楽しむときには元気よく参加して楽しみ、静かに話を聞くべき時

には、きちんと話を聞く姿勢が見られた。 

  また授業の最後の感想では、「サンゴが大変な状況であることを知って、すぐにでもお

父さんと海岸の清掃をしたい」「たくさんのサンゴが死んでいることを知って、環境を大

切にしたい」などがあった。 

１１：３０ 

 

１２：００ 

 

１２：１５ 

「サンゴ１５スライドショー」 

  ◆サンゴについて知っておいてほしい１５の基本知識 

「サンゴの時間」 

  ◆サンゴの成長やサンゴ礁に起こっている環境問題を時間で考える 

終了 
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■評  価 

  低学年も参加していた前半はサンゴ礁の基礎的な知識の確認を行い、高学年のみ参加

の後半はより専門的な情報や現在の深刻な状況も知ってもらうなど、学年構成を考えて

活動に変化を持たせたことは成功した。 

  上級生はこれまでも海の活動を続けてきた児童だったため、やや深刻な事例も伝えた

が、そのあとにそれを改善するための具体的な話をしたことで、今後の活動への意欲を

持たせることにもなったと感じている。 
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「サンゴってなんだろう」野底小学校 活動写真 

レンジャーによる西表石垣国立公園の

説明 
子どもパークレンジャー任命式 

サンゴ礁ジグソーパズル サンゴのフリップクイズ 

サンゴ 15スライドショー サンゴの時間 
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1 年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 年生 

 

事前学習用ワークシート記入事例 
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３－１－２． 「スノーケリングで海の生き物つながり探し」 

石垣市立野底小学校 

 

■実 施 日  平成２１年５月１４日（木） 

■対  象  石垣市立野底小学校３～６年生（２１名） 

■スタッフ  環境省職員 佐藤大樹，佐藤崇範（石垣自然保護官事務所） 

    事業者職員 大堀健司，大堀則子（エコツアーふくみみ） 

       石垣島沿岸レジャー安全協議会 

 松村雅克 久松伸二 久松真実 枡渕牛耳 笠原利香 内藤嘉信 

       八重山ダイビング協会北部支部 

 鈴木剛 社領洋平 峰洋二 中西政秀 他５名 

■実施場所  伊原間沖（伊原間漁港出港） 

■活動概要 

サンゴ礁外縁部でスノーケリングを体験し、生物観察をする。   

■活動のねらい 

スノーケリングの楽しみを知り上達する。 

学校や家の近くの海の豊かさを知る。 

サンゴ礁の生き物同士のかかわり合いを観察する。 

■教  材 

・体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド サンゴ礁保全のための環境

教育・プログラム（39 頁） 

 

■活動の流れ 

時 間 行 動 

８：３０ 

８：４５ 

 ９：００ 

 

 

９：１５ 

 

 

 ９：４５ 

１０：００ 

 

スタッフは伊原間漁港に集合 打ち合わせ 準備 

児童野底小出発（伊原間中学校のバスで移動） 

児童伊原間漁港到着 子どもパークレンジャー開始 

 ・スタッフ自己紹介 

 ・本日の説明 海の中での課題発表 安全の注意 

準備開始 

 ・準備体操 

・ウェットスーツ着用 

出航 

ポイント到着 遊泳開始 

  ◆４、５名ずつの５班にスタッフが２名ついてグループごとに遊泳。 
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■プログラム内容 

●「海の中はどうなっているの？」 

（体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド 39 頁） 

事前にサンゴ礁地形や海の中の様子の想像図を描いておき、活動後、実際の様

子と比較する。 
  ●「海の中のいろいろ探し」３・４年生 
     課題に沿って海中で観察する。課題は「枝みたいなサンゴ」「岩みたいなサンゴ」

「テーブルみたいなサンゴ」「しましまもようの魚」「イソギンチャクに住む魚」「口

の長い魚」「おもしろ生物 3種類」。 
  ●「海の中のニュース探し」５・６年生 
     ３つの課題に沿って海中でニュースを探す活動。課題は「魚が何かを食べてい

る現場を探せ！」「魚のすみか or隠れ場所を探せ！」「魚がウンコをしている現場
をおさえろ！」 

 
■扱われる基本概念 

・多様性 ・関係性 

■児童・生徒の体験 

・想像する ・絵を描く ・泳ぐ ・観察する 

 

■参加者の反応 

  全員が楽しんでスノーケリングを体験できた。泳ぎに慣れると、課題に沿って生物の

観察に真剣に取り組んでいた。 

■評  価 

児童が最も楽しみにしていた活動であるため、課題を与えつつも楽しむことを優先し

たことは正しかった。与えた課題は、３・４年生には探しやすく注目してもらいたいも

のを選び、５・６年生はじっくり観察しないと見られないものを無理なくできる量とし

たことで、結果としてしっかりと観察してもらえた。

 

 

１１：００ 

１１：３０ 

１１：５０ 

１２：１５ 

  ◆班に水中カメラと水中ノートを一つずつ用意し、生き物同士のつなが

りを観察し記録する。 

遊泳終了 乗船 

伊原間漁港到着 各スタッフの車に分乗して野底小へ移動 

小学校到着 後片付け 

終了 
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「スノーケリングで海の生き物つながり探し」野底小学校 活動写真 

ご協力いただいたダイビング船 

はじめは練習 慣れてきたら生物観察 

たくさんのサンゴに出会いました とても楽しくて大成功！ 

ポイントへ出発 
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事前学習用ワークシート記入事例 
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3・4年生事後学習用ワークシート記入事例 
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5・6年生事後学習用ワークシート記入事例 
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３－１－３． 「アマモ場の不思議探し」 

石垣市立野底小学校 

 

■実 施 日  平成２１年６月２４日（水） 

■対  象  石垣市立野底小学校１～６年生（３９名） 

■スタッフ  環境省職員 佐藤大樹，佐藤崇範（石垣自然保護官事務所） 

    事業者職員 大堀健司，大堀則子（エコツアーふくみみ） 

       協 力 野底小学校ＰＴＡ 

■実施場所  野底海岸 

■活動概要 

大潮干潮時のアマモ場でウミショウブの開花と生物観察を行う。 

■活動のねらい 

アマモ場のことを知る。 

学校や家の近くの海の豊かさを知る。 

サンゴ礁の生き物同士のかかわり合いを観察する。 

■教  材 

・体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド サンゴ礁保全のための環境

教育・プログラム（33 頁） 

 

■活動の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 間 行 動 

１３：２０ 

１３：４０ 

１３：５０ 

１４：００ 

 

１４：４０ 

１５：３０ 

スタッフは野底小学校に集合 打ち合わせ 準備 

児童は野底小学校ピロティに集合 あいさつ 活動の説明 

海岸へ徒歩で移動 

活動開始 

ワークシートに従い、ウミショウブの観察を行う 

1,2 年生終了 3-6年生は引き続きアマモ場の生物観察 

3-6 年生終了 
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■プログラム内容 

●「ウミショウブの観察」 

  ウミショウブがどのような花をしていて、どのように受粉するのかを観察してワ

ークシートに記載する活動。陸上とは異なる海中という環境で、植物が様々な工夫

をして子孫を残そうとしていることを知る。 

●「お気に入りの生きものを見つけよう」 

（体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド 33 頁） 

ワークシートに生物を記載する活動。アマモ場で様々な生物を観察し、スケッチ

とその特徴や行動を記録する。アマモ場にもよく観察することで多様な生物が生息

していることを知る。 
 

■扱われる基本概念 

・多様性 ・関係性 ・時間 

■児童・生徒の体験 

 ・観察する ・絵を描く 

 

■参加者の反応 

   水面に浮くウミショウブの花に児童も教員も驚いていた。また、アマモ場での生物

探しでは、児童が予想を超えた様々な生物を探し出し、即席の水族館が出来上がり全

員が喜んでいた。 

■評  価 

   ウミショウブの開花に合わせて活動が実施できたことで、貴重な体験をさせること

ができた。自分たちが住んでいるすぐ近くの海岸で、今まで知らなかった不思議な現

象があることを伝えられることができた。また、一見するとあまり生物のいないよう

に見えるアマモ場に、実は多様な生物が生息しているということを体験できた意義も

大きい。 
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「アマモ場の不思議探し」野底小学校 活動写真 

大潮の干潮のアマモ場 これがウミショウブの花だよ 

ウミショウブの雄花をじっくり観察 そのほかの生物も探してみよう 

みんなでこんなに生き物を見つけられた

ね 
見つけた生物はスケッチ 
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ワークシート記入事例 
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３－１－４． 「マングローブ探検隊」 

石垣市立野底小学校 

 

■実 施 日  平成２１年７月８日（水） 

■対  象  石垣市立野底小学校１～６年生（３８名） 

■スタッフ  環境省職員 佐藤大樹，佐藤崇範（石垣自然保護官事務所） 

    事業者職員 大堀健司，大堀則子（エコツアーふくみみ） 

       協 力 野底小学校ＰＴＡ 

■講  師  山田秀秋氏（西海区水産研究所石垣支所） 

■実施場所  吹通川河口付近 

■活動概要 

大潮干潮時のマングローブで生物観察を行う。 

■活動のねらい 

マングローブ植物や干潟の生物のことを知る。 

マングローブ域の魚類を捕獲し、どのような魚がいるのかを知る。 

学校や家の近くの海の豊かさを知る。 

 

■活動の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 間 行 動 

１３：２０ 

１３：４０ 

１３：５０ 

１４：００ 

 

 

 

１４：４０ 

１５：３０ 

スタッフは野底小学校に集合 打ち合わせ 準備 

児童は野底小学校ピロティに集合 あいさつ 活動の説明 

自動車にて吹通川へ移動 

活動開始 

山田さんのお話 

マングローブ植物と干潟の生物観察（前半：3-6 年生 後半：1,2 年生） 

マングローブの魚探し（前半：1,2 年生 後半：3-6 年生） 

1,2 年生終了 3-6年生は引き続き観察 

3-6 年生終了 
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■プログラム内容 

●「マングローブ植物と干潟の生物観察」 

ヤエヤマヒルギやオヒルギなどマングローブの植物を観察を通し、特殊な形の

根や胎生種子など海水に浸る環境下での植物の工夫を知る活動。また、干潟に生

活するシオマネキやミナミトビハゼなどの生態や体の構造を観察した。 
  ●「マングローブの魚探し」 
     マングローブの川の中にどのような生物が生息しているかを観察した。観察に

は西海区水産研究所山田氏の協力をいただき、事前にカゴを仕掛けたり網を用い

て魚を追い込んで捕獲した。 

 
■扱われる基本概念 

・関係性 ・多様性 

■児童・生徒の体験 

・観察する ・体を動かす ・捕獲する 

 

■参加者の反応 

  干潟の活動では説明を聞いた後、それぞれがカニを探したり泥に穴を掘ったり、低学

年も高学年も思い思いに楽しんでいた。川の中での活動では、カゴにかかった大きなノ

コギリガザミに驚き、網では自分たちでたくさんの魚を捕まえることができたことに興

奮していた。 

■評  価 

  児童には見慣れた吹通川での活動であったが、予想以上に大きな魚を何種類も捕獲で

きたことで、普段は目に見えない部分の自然の多様さを実感させることができたと思う。

また、講師の山田氏の講和により、捕獲した魚がアマモ場で生まれ、マングローブ域で

成長し、サンゴ礁外縁部へ出ていくことを知ることができた。これにより、これまで活

動してきたフィールドがひとつのつながりを持っていることを伝えられたと考えられる。 
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「マングローブ探検隊」野底小学校 活動写真 

カニやトントンミーを追いかけます 網を使って魚を追い込もう 

ほら、そこそこ、逃がさないで！ 巨大なノコギリガザミにびっくり 

山田さんに魚の話を聞きました マングローブって面白いね 
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３－１－５． 「水のつながり生き物マッピング」 

石垣市立野底小学校 

 

■実 施 日  平成２１年７月１０日（金） 

■対  象  石垣市立野底小学校１～６年生（３８名） 

■スタッフ  環境省職員 佐藤崇範（石垣自然保護官事務所） 

    事業者職員 大堀健司（エコツアーふくみみ） 

■実施場所  野底小学校体育館 

■活動概要 

これまでの活動のまとめとして、サンゴ礁・アマモ場・マングローブの生物を環

境図に描き込み、人間を含めたそれぞれの関係を考える。 

■活動のねらい 

それぞれの環境につながりがあることを知る。 

自分たち人間と自然とのつながりを考える。 

自然環境を守るためにできることを考える。 

■教  材 

・体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド サンゴ礁保全のための環境

教育・プログラム（83 頁） 

 

■活動の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 間 行 動 

９：１５ 

９：３５ 

９：４５ 

 

１０：０５ 

 

 

１０：２５ 

 

１０：３５ 

 

１１：２５ 

スタッフは野底小学校に集合 打ち合わせ 準備 

児童は野底小学校体育館に集合 あいさつ 活動の説明 

１・２年生は環境図に生き物の絵を描く。 

３－６年生はワークシートを記入する 

１・２年生は完成した環境図をもとに生き物同士のつながりを考える。 

３－６年生はサンゴ礁・アマモ場・マングローブの３つの環境図に生き物の

絵を描き込む。 

１・２年生終了 

３－６年生は休憩 

３－６年生は完成した環境図をもとに生物同士のつながりを考える。 

活動全体の感想。これから自分でできることを報告。 

３－６年生終了 
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■プログラム内容 

●「サンゴ礁の生き物マッピング」 

（体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド 83 頁） 

全員で大きなサンゴ礁の環境図を描き、フィールドでの活動で描いた様々な生

物の絵を配置する。そして、それぞれの生物がお互いにどのようなつながりで関

係しているのかを考え、話し合い、書き込んでいく。最後に浜辺に人のイラスト

を貼り、人とサンゴ礁の生物の関係を考える。今回は１・２年生と 3 年生以上は
分けて実施し、１・２年生はアマモ場とマングローブの絵を、3年生以上はワーク
シートに記入後、アマモ場・マングローブ・サンゴ礁の絵を描き、最後につなげ

て一枚の大きな絵にした。ワークシートでは、「自然と自分とのつながり」「自然

を守るために自分にできること」を考えさせ、全員がみんなの前で発表した。 
 
■扱われる基本概念 

・関係性 ・多様性 

■児童・生徒の体験 

・絵を描く ・考える ・まとめる 

 

■参加者の反応 

  これまでの活動を振り返りながら、１・２年生には模造紙に直接、3年生以上には各自

ワークシートに記入させてから、模造紙に絵を描かせたところ、非常に集中して取り組

んでくれた。 

  １・２年生の感想では「いきものをいっぱい描けてすごいと思った」「ウミショウブの

雌花が描けてうれしかった」などがあった。 

  3 年生以上に記入させたワークシートでは、「自然と自分とのつながり」として「食べ

る・遊ぶ・売る・学ぶ」などが多かった。また「自然を守るためにできること」として

は「ゴミ拾い・リサイクル・マイバック・マイボトル・節電・節水・物を大切にする」

などが多かった。 

■評  価 

  「自然のつながり」をテーマに活動してきた野底小学校最後の授業では、自分たちで

描いた大きな絵をつなげたり、その中に描かれた生き物の絵を紙テープでつなげるなど

して、「つながり」を強調して活動を行った。児童自身と様々な体験ができた身近な自然

とのつながりを確認するための重要な学習ができたと感じている。 
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「水のつながり生き物マッピング」野底小学校 活動写真 

マングローブの絵を描く１・２年生 最後に自分たちの姿を描き加える 

みんなで描いた絵、完成！ 3年生以上の上級生も描きます 

ワークシートにも記入します 自然を守るためにできることを発表 
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ワークシート記入事例 
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ワークシート記入事例 
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３－２． 竹富町立小浜小中学校 

３－２－１． 「スノーケリングでサンゴの調査」 

竹富町立小浜小中学校 

 

■実 施 日  平成２１年５月２４日（日） 

■対  象  竹富町立小浜小中学校 中学生（５名） 

■スタッフ  環境省職員 田村努，佐藤崇範（石垣自然保護官事務所） 

    事業者職員 大堀健司（エコツアーふくみみ） 

       協 力 小浜小中学校ＰＴＡ，ダイブサイトノ口 

■実施場所  小浜周辺海域（ダイビングポイント名：アカヤ） 

■活動概要 

サンゴ礁でスノーケリングを体験し、サンゴの分布状況を調査する。   

■活動のねらい 

スノーケリングの楽しみを知る。 

    サンゴ礁の現状を把握する。 

    調査に参加することで、サンゴ礁保全に貢献する。 

■教  材 

日本全国サンゴマップ 

 

■活動の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 間 行 動 

８：１５ 

９：００ 

９：３０ 

１０：００ 

１２：００ 

１４：００ 

 

 

 

１５：００ 

フェリーで石垣島から小浜島へ移動 

打ち合わせ・準備 

あいさつ・本日の説明・出航 

ポイント到着  スノーケリングの練習 

昼食・休憩 

調査ポイント到着（風向きが変わったので、練習とは別地点に移動） 

サンゴマップ調査 

水温・水深測定 サンゴの有無確認 白化の確認 底質の割合確認 

写真撮影 

遊泳終了 乗船 帰港 活動終了 
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■プログラム内容 

●「日本全国サンゴマップ」 

（日本全国サンゴマップ実行委員会） 

サンゴの日本での広域分布図を作成するための活動。サンゴを見つけたポイン

トの場所、水深および底質を記録し、撮影した写真と合わせて報告を行う。集め

られた情報はホームページ上に反映され、誰もが見ることができる。 
 
■扱われる基本概念 

・多様性 ・変化 

■児童・生徒の体験 

・泳ぐ ・観察する ・記録する 

 

■参加者の反応 

  水深もあり流れもややある難しいポイントでの実施となったが、シュノーケリングの

基礎をしっかりと教わったあとでの調査となったため、上手に泳ぎ正しく記録をすること

ができたことに生徒たちはうれしそうにしていた。 

■評  価 

  学校の活動を支える地域の方のサポートができたこと、また、日本全国サンゴマップ

に参加したことで、生徒たちの体験が社会に発信できたことは有意義であったと考えられ

る。
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「スノーケリングでサンゴの調査」小浜小中学校 活動写真 

船上で道具の説明を聞く 練習は少人数で丁寧に実施 

元気なサンゴが密集するポイント 

役割を分担して調査をしました 写真撮影も生徒がしました 

少しずつ水に慣れていきます 
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３－２－２． 「スノーケリングでお気に入りの生き物を探せ」 

竹富町立小浜小中学校 

 

■実 施 日  平成２１年６月２０日（土） 

■対  象  竹富町立小浜小中学校 小学生 1,2年生 9名 3-6 年生 23 名 

■スタッフ  環境省職員 佐藤大樹，佐藤崇範，勝部五葉（石垣自然保護官事務所） 

    事業者職員 大堀健司（エコツアーふくみみ），村山薫子 

       協 力 小浜小中学校ＰＴＡ 

㈱シー・テクニコ 

■実施場所  カヤマ島およびカヤマ島南西「お魚畑」ポイント 

■活動概要 

サンゴ礁でスノーケリングを体験し、生物観察を行う。   

■活動のねらい 

スノーケリングの楽しみを知る。 

    サンゴ礁には様々な生物がいることを知る。 

    生き物同士が関係しあって生きていることを知る。 

■教  材 

・体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド サンゴ礁保全のための環境

教育・プログラム（27 頁，33頁） 

 

■活動の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

時 間 行 動 

８：１５ 

９：００ 

 

 

１２：００ 

１３：００ 

 

 

 

１５：３０ 

フェリーで石垣島から小浜島へ移動 

1,2 年生小浜港出港 

カヤマ島にてスノーケリング導入 

「お魚畑」ポイントにて遊泳 

小浜港へ帰港 

3-6 年生小浜港出港 

カヤマ島にてスノーケリング導入 

カヤマ島南西「お魚畑」ポイントにてアクティビティ「お気に入りの生き物

を見つけよう」実施 

小浜港寄港 終了 
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■プログラム内容 

●「お気に入りの生きものを見つけよう」 

（体験的に学ぶ「サンゴ礁」ティーチャーズガイド 33 頁） 

事前に作成した手作り水中ノートにお気に入りの生物を記載する活動。遊泳しな

がら、様々な生物を観察し、一種類だけ気に入った生物についてスケッチとその特

徴や行動を記録する。多様性に満ちたサンゴ礁の中では、ひとつの生物に視点を集

中することで初めて気がつくことが多い。生物の具体的な行動を観察することで、

その環境での関係性に気がつくための活動である。 
 

■扱われる基本概念 

・関係性  ・多様性  

■児童・生徒の体験 

・泳ぐ ・観察する ・絵を描く 

 

■参加者の反応 

  低学年は初めてのシュノーケリング体験となる児童も多く、とにかく練習が中心とな

ったが、一部の児童は魚を見つけて喜んでいた。 

  上級生はある程度シュノーケリングができる児童が多かったため観察の時間を長くと

ることができた。泳ぐだけで精一杯な児童がいる一方、落ち着いて生物を観察している児

童も多かった。スケッチは海の中だけでは描き足らず、港に戻る船上でも一生懸命に絵を

描く姿が印象に残った。 

■評  価 

  中学校の活動と同じく、学校の活動を支える地域の方たちと共同して子どもパークレ

ンジャーを実施できたことの意義は大きい。地域の協力のもと少しずつでも海に触れる

機会が約束されている学校の子どもたちは、海の生物や環境に大きな関心があるように

見受けられ、シュノーケリングの練習も生物の観察も積極的に取り組む姿勢が見られた。

そのような子どもたちに対して、サンゴ礁の現状を伝えることができたことは環境への

関心を高めるよい機会になったことと思う。
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「スノーケリングでお気に入りの生き物を探せ」小浜小中学校 活動写真 

１・２年生の練習風景 浅瀬でしっかり基礎を練習 

たくさんのスタッフに囲まれてスノーケ

リング体験 
３年生以上もまずは練習 

見事なサンゴの群落で生物観察 船の上でも夢中になって絵を描いていま

す 
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水中ノート記載事例 
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４．まとめ 

 

■石垣市立野底小学校 

 初めての子どもパークレンジャー活動となる野底小学校では、計５回の活動を行った。

野底小学校の立地条件から、活動フィールドをサンゴ礁だけにとどめず、アマモ場とマ

ングローブも利用し、それぞれの環境が密接なつながりを持っていることを実感できる

活動内容になるよう努めた。 

 活動では、それぞれのフィールドにおいて多様で特徴的な生物や現象を観察すること

ができただけでなく、３種類の環境を移動して成長していく魚などがいることを知るこ

とができた。これらの活動を通して、野底小学校周辺の様々な自然がそれぞれ重要なつ

ながりを持ち、すべての自然を大切にすることの重要性を伝えられる活動とすることが

できた。 

 また、地域の方たちの支援を受けて活動を実施できたことは、学校が今後も活動を継

続して上で重要な布石になったと考えられる。スノーケリングの活動には野底周辺のエ

コツアーショップやダイビングショップなどに船の手配・安全面・プログラムの運営に

ご協力いただき、マングローブの活動では西海区水産研究所石垣支所に、当日の講師だ

けでなく準備の段階からお力添えをいただいた。この場を借りてお礼を申し上げたい。 

 子どもパークレンジャー活動終了後の9月以降、野底小学校の３・４年生のクラスは、

続けて自然観察の活動を総合的な学習の時間に実施している。学校横の西浜川の上流か

ら下流までの自然を調査する予定であり、より身近な自然に目を向ける内容となってい

る。 

 

■竹富町立小浜小中学校 

 ２年目の子どもパークレンジャー活動となった小浜小学校では、前年度の活動で実施

ができなかったサンゴ礁でのスノーケリング体験を行った。 

 活動は小浜小中学校ＰＴＡ子ども育成部主催の美ら海体験事業を支援する形で実施

された。全体のスケジュールや当日の運営はＰＴＡが中心となって進行し、子どもパー

クレンジャーのスタッフはそれを支援しつつ、安全面の協力と環境教育プログラムを受

け持った。 

 活動内容はスノーケリング体験だけに終わらないよう生物観察を中心に取り組んだ。

また、活動後に成果が残るように水中ノートへのスケッチや日本全国サンゴマップへの

参加などを取り入れた。 

 小浜小中学校はＰＴＡ活動が盛んで、海の体験活動も定期的に計画されている。今後

もサンゴ礁保全の普及啓発面や安全面での支援をすることで、児童生徒の環境意識の向

上を期待することができると考えられる。 
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５．新聞記事 
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平成 21 年 6月 27 日 沖縄タイムス 

 

 

 

平成 21 年 6月 27 日 八重山毎日新聞 
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使用にあたってのご注意使用にあたってのご注意

１）著作権表示

サンゴ１５の使用に際しては、必ず「（C）藤田喜久・浪崎直子・中村

崇・中野義勝」と、著作権表示を明記してください。

２）無断でのコピー、再配布、二次利用、有償配布の禁止

著作権者の許可なしに、無断でコピー、改変、転載することは堅く
お断りします。また、有償で配布することはできません。

３）フィードバックのお願い

「サンゴ１５」は、「育ってゆく」教材です。より良い教材にしていくた
め、使用後、改善点などフィードバックをお寄せ下さい。

サンゴ１５サンゴ１５
じゅーごじゅーご

サンゴのことをいっぱい知ろう！サンゴのことをいっぱい知ろう！

サンゴを学ぶ１５の話サンゴを学ぶ１５の話

（Ｃ）（Ｃ） 藤田喜久藤田喜久, , 浪崎直子浪崎直子，中村，中村崇崇，，中野義勝中野義勝
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サンゴの１サンゴの１：：島をつくる生き物島をつくる生き物

あたたかいあたたかい海には、海には、

島をつくってしまうスゴい生きものがいる！島をつくってしまうスゴい生きものがいる！

その生きもののことを「サンゴ」「サンゴ」
サンゴがつくる地形のことを「サンゴ礁」「サンゴ礁」と呼ぶ！

サンゴはサンゴはイソギンチャクイソギンチャクと同じ「刺胞動物と同じ「刺胞動物（しほうどうぶつ）（しほうどうぶつ）」の仲間」の仲間

かたまりかたまり

葉っぱ葉っぱテーブルテーブル

わらじわらじ

枝枝

地面をおおう地面をおおう

拡大してみると拡大してみると

サンゴのサンゴの２２：サンゴには、いろんな形がある：サンゴには、いろんな形がある
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サンゴの３：サンゴの体サンゴの３：サンゴの体

ポリプが出てる時ポリプが出てる時

ポリプが引っ込んだ時ポリプが引っ込んだ時

サンゴは、敵から身を守るために、自分で作った骨格に体を隠す。サンゴは、敵から身を守るために、自分で作った骨格に体を隠す。

触手触手

口口胃胃

骨格骨格 ポリプポリプ

サンゴの４：単体サンゴと群体サンゴサンゴの４：単体サンゴと群体サンゴ

単体サンゴ単体サンゴ 群体サンゴ群体サンゴ

サンゴには、１つのポリプだけの「単体サンゴ」と、サンゴには、１つのポリプだけの「単体サンゴ」と、

沢山のポリプが集まってできている「群体サンゴ」がある。沢山のポリプが集まってできている「群体サンゴ」がある。
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日本には、日本には、400400種種類類ものサンゴが見つかっている。ものサンゴが見つかっている。

サンゴの５：サンゴの５：
サンゴの多くは、暖かい海にすんでいるサンゴの多くは、暖かい海にすんでいる

1010種種

5050種種

100100種種

200200種種

300300種種

450450種種
赤道

400種

サンゴのサンゴの６６：サンゴの一生：サンゴの一生

卵を生む卵を生む

定着したてのポリプ

サンゴの多くは、卵を生むサンゴの多くは、卵を生む

プラヌラ幼生

水面近くをただよう水面近くをただよう

海底で暮らす海底で暮らす

ようになるようになる

成長する
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サンゴのサンゴの７７：サンゴの成長：サンゴの成長

この部分がサンゴ

サンゴは、出芽や分裂をしてポリプの数をどんどん増やす。

分裂する分裂する芽が出る芽が出る

褐虫藻は、光合成で作った栄養をサンゴにあげている褐虫藻は、光合成で作った栄養をサンゴにあげている。。

サンゴのサンゴの８８：：サンゴの体には、植物がすんでいる！サンゴの体には、植物がすんでいる！

褐虫藻褐虫藻 （かっちゅうそう）（かっちゅうそう）
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サンゴの９：サンゴは、エサを捕まえて食べるサンゴの９：サンゴは、エサを捕まえて食べる

夜になると、触手を使って動物プランクトンなどを捕まえる。夜になると、触手を使って動物プランクトンなどを捕まえる。

触手触手

サンゴのサンゴの1010：：サンゴも、ケンカをするサンゴも、ケンカをする

すむ場所をめぐってあらそいながら、複雑な地形をつくっていく。すむ場所をめぐってあらそいながら、複雑な地形をつくっていく。

上に成長して影をつくる上に成長して影をつくる 隔膜糸隔膜糸でで攻撃攻撃スイーパー触手で攻撃スイーパー触手で攻撃
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サンゴ礁のさまざまな環境が、たくさんの生きもののすみかになる。サンゴ礁のさまざまな環境が、たくさんの生きもののすみかになる。

サンゴのサンゴの1111：サンゴ礁が育む生き物たち：サンゴ礁が育む生き物たち

サンゴのサンゴの1212：サンゴ礁と暮らす：サンゴ礁と暮らす

サンゴやサンゴ礁にすむ生き物から、いろいろな恵みを受けている。サンゴやサンゴ礁にすむ生き物から、いろいろな恵みを受けている。

建築資材建築資材（家の壁とか）（家の壁とか）

浜下り浜下り（沖縄の潮干狩り）（沖縄の潮干狩り）水産物水産物 独特の文化・歴史独特の文化・歴史

自然の防波堤自然の防波堤 観察会の場観察会の場((教育教育))




